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１ 令和元年における年間総実労働時間等の状況 

（第１図参照） 

(ア)  総実労働時間の状況 

 

◆ 令和元年における県内労働者の１人平均の年間総実労働時間は、「毎月勤労統計調査結果

（厚生労働省・栃木県、事業所規模５人以上）」によれば、対前年比３３時間減少し、 

１，７０６時間となった。このうち、所定外労働時間は前年より１時間増加し、所定内労

働時間は前年より３４時間減少している。 

◆ 令和元年の全国の年間総実労働時間は、前年より３８時間減少し、１，６６９時間とな

った。 

◆ 栃木県の令和元年における年間総実労働時間の状況を全国と比較すると、本県は全国平

均より３７時間長く、その差が５時間拡大した。 

 

(イ)  所定内労働時間の状況 

 

◆ 令和元年における県内労働者の１人平均の年間所定内労働時間は、前年より３４時間減

少し、１，５７４時間となった。 

◆ 令和元年の全国の年間所定内労働時間の状況は、前年より３５時間減少し、１，５４２

時間となった。 

◆ 栃木県の令和元年における年間所定内労働時間の状況を全国と比較すると、本県は全国

平均より３２時間長く、その差が１時間拡大した。 

 

(ウ)   所定外労働時間の状況 

 

◆ 令和元年における県内労働者の 1 人平均の年間所定外労働時間は、前年より１時間増加

し、１３２時間となった。 

◆ 令和元年の全国の年間所定外労働時間の状況は、前年より３時間減少し、１２７時間と

なった。 

◆ 栃木県の令和元年における年間所定外労働時間の状況を全国と比較すると、本県は全国

平均より５時間長く、その差が４時間拡大した。 

 

 

※平成２８年版から、事業所規模５人以上の統計を用いることとした。 

従前の事業所規模３０人以上の統計は参考１、２を参照。 
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２ 令和元年における主要産業別の年間総実労働時間等の状況 

（第２図参照） 

①  総実労働時間の状況 

 

◆ 栃木県における主要産業別の総実労働時間は、「毎月勤労統計調査結果（厚生労働省・栃

木県、事業所規模５人以上）」によれば、建設業（１，９９９時間）が最も長く、次いで、

運輸・郵便業（１，９５６時間）、製造業（１，８８９時間）となっており、県内の全産業

平均（１，７０６時間）より長い。また、宿泊・飲食サービス業（１，１４３時間）が最

も短く、次いで、卸売・小売業(１，５６７時間)、医療・福祉業（１，５９３時間）とな

っており、県内の全産業平均より短い。 

◆ 全国の主要産業別の総実労働時間は、建設業（２，０１９時間）が最も長く、次いで、

運輸・郵便業（２，０００時間）、製造業（１，９１６時間）などとなっている。 

◆ 栃木県における主要産業別の総実労働時間の状況を全国と比較すると、医療・福祉業が

１１時間長く、次いで、宿泊・飲食サービス業が８時間短い。一方、金融・保険業が全国

平均より７８時間短く、運輸・郵便業が４４時間短い。 

 

②  所定内労働時間の状況  

 

◆ 栃木県における主要産業別の所定内労働時間は、建設業（１，８２６時間）が最も長く、

次いで、製造業（１，７２０時間）、運輸・郵便業（１，７１０時間）となっており、県内

の全産業平均（１，５７４時間）より長い。また、宿泊・飲食サービス業（１，０７５時

間）が最も短く、次いで、卸売・小売業（１，４６９時間）となっており、県内の全産業

平均より短い。 

 

③  所定外労働時間の状況 

 

◆ 栃木県における主要産業別の所定外労働時間は、運輸・郵便業（２４６時間）が最も長

く、次いで、建設業（１７３時間）、製造業（１６９時間）となっており、県内の全産業平

均（１３２時間）より長い。また、医療・福祉業（４９時間）、宿泊・飲食サービス業(６

８時間)、卸売・小売業（９８時間）となっており県内の全産業平均より短い。 
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    資料出所：厚生労働省、栃木県「毎月勤労統計調査」(事業所規模５人以上) 

 

 

＊事業所規模５人以上 
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    資料出所：厚生労働省、栃木県「毎月勤労統計調査」(事業所規模５人以上) 

 

 

 

＊事業所規模５人以上 



 

5 
資料出所：厚生労働省、栃木県「毎月勤労統計調査」(事業所規模３０人以上) 

    



 

6 
資料出所：厚生労働省、栃木県「毎月勤労統計調査」(事業所規模３０人以上) 

    



 

7 
資料出所：厚生労働省、栃木県「毎月勤労統計調査」(事業所規模５人以上) 

 

    

 



 

8 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

※小数点第２位四捨五入 

 



 

9 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

※小数点第２位四捨五入 

 



 

10 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

※小数点第２位四捨五入 

 



 

11 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

（調査期日は各年１月１日、数値は前年のデータ） 

※小数点第２位四捨五入 

 



 

12 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

（調査期日は各年１月１日、数値は前年のデータ） 

※小数点第２位四捨五入 

 



 

13 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

（調査期日は各年１月１日、数値は前年のデータ） 

※小数点第２位四捨五入 



 

14 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

（調査期日は各年１月１日、数値は前年のデータ） 

※小数点第２位四捨五入 

 



 

15 
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

（調査期日は各年１月１日、数値は前年のデータ） 

※小数点第２位四捨五入 
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資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査(平成 31 年)」 

（調査期日は各年１月１日、数値は前年のデータ） 

※小数点第２位四捨五入 

 


